
●通常はシャッター操作レバーを最後まで右に動かし、開状
態にしてください。
・外の騒音が気になる場合には、シャッター操作レバーを最
後まで左に動かして、閉状態にしてください。
・吹雪や台風などの雪や雨・風の強いときには、一時的に
シャッターを閉じてください。（水の浸入防止のため）

●シャッターを閉じてから開状態に戻す場合は、壁側にシャ
ッター操作レバーを軽く押しながら右に動かしてください。
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シャッターの開閉をします。 
シャッター操作レバー 

品番表示位置 

ルーバー裏面

ルーバー 

 シャッター 
操作レバー 

取っ手 

ルーバー 

シャッター 
■汚れをとる
①ルーバー裏面のシャッターや
周囲のホコリを掃除機で吸い
取る。
②台所用中性洗剤を浸した布で
ルーバー表面のホコリをふき
とったあと、からぶきをして
水けをよくふきとる。

■はずしかた
①シャッターを閉じる。
②ルーバーの取っ手に指を
引っ掛け、ルーバーを落下
させないように手をそえて
手前に引いてはずす。

■はずしかた
①フィルター押さえのツメを手前
に引き、ツメ掛けからはずす。
②フィルター押さえを矢印方向に
引き、ツメ受けから取りはずす。

③給気清浄フィルターの上部を
つまんで取り出す。

■汚れをとる
掃除機でホコリを吸い取る。
※汚れがひどい場合は
台所用中性洗剤を入れたぬるま湯に浸し、押し洗い
をした後、自然乾燥させる。

（もみ洗いはしないでください。縮むことがあります。）
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品番表示位置 

●フィルターは半年に1回を目安に水洗いしてください。
●給気清浄フィルターの交換は、5～6回の水洗いを目安に
新しいフィルターと交換してください。（給気清浄フィル
ター品番：FY-FB12（別売品））
●給気清浄フィルターは、最寄りのパナソニック販売店で
お買い求めください。
●使用済み給気清浄フィルターは、お住まいの地域の処理
方法に従って廃棄してください。
（材質：ポリエステルとモダアクリルの複合）

下側 

本体 

開 閉 

ルーバー 

取っ手 
シャッター操作レバー 下側 表示 

給気清浄フィルター 
　品番が見えるように 
　取り付けてください。 （　　　　　　　　　　） 
フィルター押さえ 

①「給気清浄フィルター」のはずしかたと逆の順序で給気
清浄フィルターを取り付ける。
●フィルター押さえは確実にツメ受けに挿入し、ツメ掛
けに引っ掛けてください。

②ルーバーの「下側」表示と、本体の「下側」表示を合わ
せて、ルーバーを最後まで確実に押し込む。
③シャッター操作レバーを操作してシャッターを開ける。

「給気清浄フィルター」のはずしか
たに従って給気清浄フィルターを
はずし、本体を壁に取り付けたま
ま、本体などのホコリを掃除機で
吸い取る。

本体 

本体 

掃除機ノズル 

お手入れ後の組み立ては

■汚れをとる
台所用中性洗剤を浸した布でふき
とったあと、からぶきをして水け
をよくふきとる。

■汚れかたによってお手入れの頻度を変えてください。

各部の名前（品番表示位置） 使いかた

お手入れのしかた（半年に1回程度）

・シャッター操作レバーをつかんだり、ルーバーの開口に手を
かけてルーバーをはずさないでください。破損の原因となります。

お願い

・ルーバーは分解しないでください。
破損の原因となります。

お願い

・シャッター操作レバーを押さえないでください。
破損の原因となります。

お願い
閉 

開 
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左へ 
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FY-GKF42G品番

自然給気口

取扱説明書
工事説明書別添付

品番をご確認ください。（修理依頼などのアフター
サービスをご利用の際に、品番が必要になります）

お願い

・この取扱説明書に記載されていない方法で使用され、それが原因で故障を
生じた場合は、商品の保証を致しかねますのでご注意ください。

・お手入れ後、熱による乾燥はしないでください。 変形、変質の原因となります。
・お手入れの際は、台所用中性洗剤をお使いください。
・お手入れの際は、高い所での作業となりますので、ホコリの落下と足場には
十分ご注意ください。
・外気温が－5℃以下で室内温度が高い場合（室温20℃、相対湿度50％以上）
では、本体表面や内部に結露が発生することがありますので、布などでふき
とってください。
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下記のようなものなどは 
使用しないでください。 

禁止 

■絶対に分解したり修理・改造
しない 

火災・感電・けがの原因
となります。 
●修理はお買い上げの販
売店・工事店またはこの
説明書に記載の「修理
ご相談窓口」へご相談く
ださい。 

分解禁止 

　警告

安全上のご注意 必ずお守りください

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損
害の程度を区分して、説明しています。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明し
ています。（下記は、絵表示の一例です。）

「死亡や重傷を負うお
それがある内容」です。

「傷害を負うことや、財
産の損害が発生するお
それがある内容」です。　注意

　警告 してはいけない内容です。

実行しなければならない
内容です。

■使用を終了した製品
は放置せず、撤去す
る 

万一の場合、
落下により、
けがをする
おそれがあ
ります。 

　注意
■設置工事は必ず専門
の工事業者に依頼す
る 

けがをする
おそれがあ
ります。 

■本体は、しっかり取
り付いているか、確
認する 

落下により、
けがをする
おそれがあ
ります。 

■部品は確実に取り
付ける 

落下により、
けがをする
おそれがあ
ります。 

お願い
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アフターサービス（よくお読みください）

▼お買い上げの際に記入されると便利です

修理を依頼されるときは

●診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきます。
※修理料金は、次の内容で構成されています。

技術料 診断・修理・調整・点検などの費用

部品代 部品および補助材料代

出張料 技術者を派遣する費用

販売店名　

電　話　　（ ） －　

お買い上げ日　　　　　年　　　月　　　日

使いかた・お手入れ・修理などは…

■まず、お買い求め先へご相談ください。

※補修用性能部品の保有期間
当社は、本製品の補修用性能部品
(製品の機能を維持するための部品)を、
製造打ち切り後6年保有しています。

6年

●製品名

●品　番　　　　　　

●故障の状況　できるだけ具体的に

■転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください。

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】
　パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対
　応などに利用させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電話
　をさせていただくときのために発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切
　に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に開示・提供
　いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡くだ
　さい。

ご使用の回線（ I P電話やひかり電話など）に
よっては、回線の混雑時に数分で切れる場合
があります。

●修理に関するご相談は…●使いかた・お手入れなどのご相談は…

990

自然給気口

「使いかた」に従ってご確認のあと、直らない
ときは、まず電源を切って、お買い上げ日と右
の内容をご連絡ください。

FY-GKF42G

〒486-8522　愛知県春日井市鷹来町字下仲田4017番 
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